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■表紙写真　国営かんがい排水事業
「一ツ瀬川地区」

（宮崎県西都市、児湯郡高鍋町、
新富町、木城町）

　今号の表紙写真は、九州農政局
一ツ瀬川農業水利事業所から提供
いただいた国営かんがい排水事業
「一ツ瀬川地区」の受益地写真です。
　「一ツ瀬川地区」についてご紹介
した「事業紹介」「表紙コラム」と
併せてご覧ください。


